
地域医療構想及び地域医療構想調整会議での議論の進め方
（医療計画の見直し等に関する検討会「医療計画の見直し等に関する意見の取りまとめ」抜粋）

地域医療構想及び地域医療構想調整会議での議論の進め方 

地域医療構想は、医療計画の一部として位置付けられており、その取組を進めること

を目的に協議の場（地域医療構想調整会議）を構想区域ごとに設置している。また、各

都道府県においては、平成 27 年 4 月より地域医療構想の策定が進められ、平成 28 年度

中に全ての都道府県で、策定が完了する見込みである。 

今後は、地域医療構想調整会議での議論を通じて取組を進めることになるため、その

議論の進め方の手順について、次のとおり、整理を行うこととする。 

＜地域医療構想調整会議の役割を踏まえた議論する内容及び進め方の整理＞ 

１ 医療機能の役割分担について 

ア 構想区域における将来の医療提供体制を構築していくための方向性の共有 

（ア）構想区域における医療機関の役割の明確化

  ○ 将来の医療提供体制を構築していくための方向性を共有するため、当該構想区域

における医療機関であって、地域における救急医療や災害医療等を担う医療機関が、

どのような役割を担うか明確にすることが必要である。その際に、次の各医療機関

が担う医療機能等を踏まえ、地域医療構想調整会議の場で検討を進めること。 

・ 構想区域の救急医療や災害医療等の中心的な医療機関が担う医療機能 

・ 公的医療機関等及び国立病院機構の各医療機関が担う医療機能（公立病院の

担う医療機能については、新公立病院改革ガイドラインに基づき検討） 

・ 地域医療支援病院及び特定機能病院が担う医療機能 等 

○ 上記以外の医療機関については、これらの医療機関との連携や、これらの医療機

関が担わない医療機能（例えば、重症心身障害児に対する医療等）や、地域の多様

な医療ニーズを踏まえ、それぞれの役割を明確化すること。 

（イ）将来に病床機能の転換を予定している医療機関の役割の確認 

  ○ 病床機能報告においては、６年後の病床機能も報告されていることから、将来に

病床機能の転換を予定している医療機関についても、その転換の内容が地域医療構

想の方向性と整合性のあるものとなっているかという点について確認すること。 

（ウ）その他の事項 

  ○ 地域医療構想調整会議における検討結果を踏まえて、構想区域ごとの将来の医療

提供体制を構築していくための方向性を定め、関係者間で共有する。 

○ その際には、放射線治療装置等の高額な医療機器について、医療資源の有効

活用の観点から、それらの機器の地域における活用の方法や新たな導入に向け

た方針等についても、協議を行った上で共有すること。 

○ また、地域の住民が望む医療へのかかり方等を聴取し、ニーズを把握するこ

と。 
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